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マイナンバー制度における留意点とMJSの対応②

北陸地方の魅力を徹底紹介!!
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シリーズ企画

大特集

事務所訪問
吉田武史税理士事務所

ミロク会計人会からのお知らせ＆
MJSからのお知らせ

ミロクシステムQ&A
『iCompass／iCompassNX』

「第40回全国統一研修会・北陸大会」開催挨拶
平川 忠雄ミロク会計人会連合会会長

「第40回全国統一研修会・北陸大会」
記念旅行のご案内

今月の表紙：兼六園 霞ヶ池
撮影：舟野 喜代子（北陸ミロク会計人会）　場所：石川県金沢市

リレーエッセイ
北陸ミロク会計人会　梶 義明



本
年
度
の
全
国
統
一研
修
会
を
ご

案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
ミ
ロ
ク
会

計
人
会
連
合
会
主
催
・
北
陸
ミ
ロ

ク
会
計
人
会
担
当
に
よ
る
「
第
40

回
全
国
統
一研
修
会
・
北
陸
大
会
」

が
、
平
成
27
年
11
月
12
日
（
木
）

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
大
会
は
年
1
回
開
催
さ
れ
、

会
員
の
先
生
方
や
職
員
の
方
々
の

研
鑽
や
情
報
交
換
、
さ
ら
に
親
睦

を
深
め
、
連
帯
感
を
高
揚
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

開
催
地
の
歴
史
や
文
化
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
と
し
て
好
評
を

博
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
本
大

会
は
全
国
各
地
域
の
ミ
ロ
ク
会
計

人
会
の
単
位
会
が
持
ち
回
り
で
担

当
し
て
い
る一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

さ
て
、
国
内
経
済
に
お
い
て
は
、

大
手
企
業
を
中
心
に
業
績
回
復
・

最
高
益
更
新
な
ど
と
報
道
さ
れ
て

お
り
、
一
部
で
は
「
デ
フ
レ
脱
却
も

間
近
」
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
の
関
与
先
で
あ
る

中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
未
だ
厳
し

い
経
営
環
境
に
あ
る
と
こ
ろ
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
や
関
与

先
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま

ぐ
る
し
く
変
化
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
難
し
い
時
代
を
乗
り
切
る
た
め
に

は
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
会
員
一
同

が
知
を
共
有
し
、
共
に
考
え
、
共

存
共
栄
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

平
成
27
年
度
税
制
改
正
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
な
ど
に
よ
る
「
デ

フ
レ
脱
却
・
経
済
再
生
」
を
よ
り

確
実
な
も
の
に
し
て
い
く
観
点
か

ら
、「
成
長
志
向
に
重
点
を
置
い
た

法
人
税
改
革
」
を
中
心
に
、「
経

済
の
好
循
環
の
着
実
な
実
現
に
資

す
る
措
置
」
な
ど
を
起
点
に
し
た

多
彩
な
改
正
事
項
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
法
人
税
実
効
税
率
の

引
下
げ
、
ジ
ュニ
ア
N
I
S
A
、
結

婚
・
子
育
て
資
金
の一括
贈
与
の
贈

与
税
非
課
税
措
置
な
ど
、
消
費
税

率
引
上
げ
時
へ
の
対
応
を
行
う
と
と

も
に
我
が
国
経
済
の
着
実
な
安
定

発
展
を
期
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

加
え
て
行
政
運
営
の
効
率
化
と

国
民
に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
、
公

平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
社
会
基
盤
の
整
備
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
「
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
」
が
導
入
さ
れ

ま
す
。
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
「
情

報
の
早
期
伝
達
機
能
を
重
視
し

て
活
動
す
る
」
こ
と
を
目
標
と
し
、

会
員
の
さ
ら
な
る
業
務
拡
充
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

北
陸
大
会
へ
の
ご
参
加
を
通
じ
て

業
務
拡
充
に
向
け
た
「
情
報
の
共

有
」
を
期
待
し
ま
す
。

今
回
の
統
一
研
修
会
は
、
北
陸

新
幹
線
の
開
業
で
注
目
を
集
め
て

い
る
J
R
金
沢
駅
に
程
近
い
、
石

川
県
立
音
楽
堂
な
ら
び
に
A
N
A

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て

開
催
い
た
し
ま
す
。

基
調
講
演
に
は
、
作
家
・
前
東

京
都
知
事
の
猪
瀬 

直
樹
氏
を
お
招

き
し
、「
こ
の
国
の
ゆ
く
え
」
と
題

し
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
1
分
科
会
で
は
、
ミ
ロ
ク
会

計
人
会
連
合
会
・
情
報
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
企

画
・
運
営
の
も
と
、「
業
務
改
善
シ

リ
ー
ズ
第
4
弾 

突
撃
！ 

隣
の
事

務
所
の
… 

〜
ニッ
ポ
ン
の
半
歩
先
行

く
税
理
士
事
務
所
〜
」
を
テ
ー
マ

に
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
別
講

演
と
し
て
国
立
大
学
法
人 

東
京
工

業
大
学 

像
情
報
工
学
研
究
所 

教

授
・
工
学
博
士
の
大
山 

永
昭
氏
を

お
招
き
し
、「
番
号
制
度
導
入
の

背
景
と
今
後
の
展
開
」
を
テ
ー
マ
に

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
2
分
科
会
で
は
、
株
式
会
社

能
作
代
表
取
締
役
の
能
作 

克
治

氏
に
、「
素
材
と
デ
ザ
イ
ン
で
市
場

を
拓
く
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

第
3
分
科
会
で
は
、
金
沢
市
長

を
5
期
20
年
務
め
、
現
在
は
石
川

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

で
あ
る
山
出 

保
氏
を
お
招
き
し
、

「
ま
ち
づ
く
り　

も
の
づ
く
り

－

金

沢
の
物
語

－」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

恒
例
の
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
は
翌

日
の
13
日
（
金
）
に
「
片
山
津

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
記
念
旅
行
は
、
11
月
13

日
（
金
）
か
ら
15
日
（
日
）
の
3

日
間
、
北
陸
3
県
を
巡
る
旅
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。

本
大
会
に
多
数
の
先
生
方
、
ご

家
族
、
職
員
の
皆
様
が
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
お
願
い
し
、
金
沢
に
お
け

る
本
大
会
の
成
功
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
先
生
方
と

お
会
い
し
、
ご
歓
談
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

第
40
回 

全
国
統
一
研
修
会

北
陸
大
会  

開
催

挨
拶

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
連
合
会 

会
長 

平
川 

忠
雄

2月刊税理士事務所CHANNEL



ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

第
2
分
科
会
で
は
、
株
式
会
社

能
作
代
表
取
締
役
の
能
作 

克
治

氏
に
、「
素
材
と
デ
ザ
イ
ン
で
市
場

を
拓
く
」
と
題
し
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
す
。

第
3
分
科
会
で
は
、
金
沢
市
長

を
5
期
20
年
務
め
、
現
在
は
石
川

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長

で
あ
る
山
出 

保
氏
を
お
招
き
し
、

「
ま
ち
づ
く
り　

も
の
づ
く
り

－金

沢
の
物
語

－」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

恒
例
の
懇
親
ゴ
ル
フ
大
会
は
翌

日
の
13
日
（
金
）
に
「
片
山
津

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
で
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
記
念
旅
行
は
、
11
月
13

日
（
金
）
か
ら
15
日
（
日
）
の
3

日
間
、
北
陸
3
県
を
巡
る
旅
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。

本
大
会
に
多
数
の
先
生
方
、
ご

家
族
、
職
員
の
皆
様
が
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
お
願
い
し
、
金
沢
に
お
け

る
本
大
会
の
成
功
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
先
生
方
と

お
会
い
し
、
ご
歓
談
で
き
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

史
跡
、恐
竜
、自
然
… 

多
彩
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る

今
回
の
記
念
旅
行
で
は
、
北
陸
3

県
の
魅
力
を
一
挙
に
ご
堪
能
い
た
だ

く
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
福
井
県
を
中
心
に
巡
り

ま
す
。
ま
ず
は
丸
岡
城
を
訪
れ
、
次

に
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
へ
向
か
い

ま
す
。
福
井
県
が
1
9
8
9
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
恐
竜
化
石
調
査
事

業
の
成
果
が
結
集
す
る
同
博
物
館
に

は
、
竜
盤
目
・
鳥
盤
目
あ
わ
せ
て
42

体
も
の
全
身
骨
格
が
展
示
さ
れ
、
資

料
も
約
4
万
1
0
0
0
点
置
か
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

続
い
て
永
平
寺
を
訪
問
し
ま
す
。

曹
洞
宗
の
大
本
山
の
一
つ
で
あ
り
、

約
2
0
0
人
の
修
行
僧
が
勤
行
、
坐

禅
、
行
鉢
、
作
務
な
ど
の
修
行
に
励

む
様
子
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

初
日
の
最
終
目
的
地
は
東と
う
じ
ん
ぼ
う

尋
坊
で

す
。
世
界
で
も
3
カ
所
し
か
な
い
と

言
わ
れ
る
地
質
学
的
に
珍
し
い
奇
岩

の
数
々
は
圧
巻
の
一
言
で
す
。

世
界
遺
産
や
国
宝
見
学
に
加
え
て

北
陸
の
海
の
幸
を
楽
し
む

　

2
日
目
は
一
路
、
富
山
県
へ
。
世

界
遺
産
の
五
箇
山
相
倉
合
掌
造
り
集

落
を
訪
れ
ま
す
。
23
棟
の
合
掌
造
り

家
屋
と
豊
か
な
自
然
が
織
り
な
す
、

美
し
く
て
ど
こ
か
懐
か
し
い
日
本
の

原
風
景
は
、
日
常
を
忘
れ
、
心
を
落

ち
着
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

次
の
見
ど
こ
ろ
が
、
高
岡
山

瑞ず
い
り
ゅ
う
じ

龍
寺
で
す
。1
9
9
7
年
に
山
門
、

仏
殿
、
法
堂
が
建
造
物
と
し
て
国
宝

に
指
定
さ
れ
た
こ
の
寺
院
を
訪
れ
る

と
、
壮
大
な
伽
藍
配
置
様
式
の
豪
壮

に
し
て
典
雅
な
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ

ま
す
。
旅
の
土
産
は
、
そ
の
後
に
立

ち
寄
る
ひ
み
番
屋
街
で
ど
う
ぞ
。

そ
し
て
こ
の
日
は
、
手
厚
い
お
も

て
な
し
で
有
名
な
旅
館
・
加
賀
屋
に

お
泊
り
い
た
だ
き
ま
す
。
顧
客
満
足

を
第
一
に
考
え
た
接
遇
と
居
心
地
の

良
さ
を
追
求
し
た
空
間
に
、
身
も
心

世
界
遺
産
五
箇
山
と

北
陸
3
県
を
巡
る
旅

第
40
回
全
国
統
一
研
修
会
・
北
陸
大
会「
記
念
旅
行
」案
内

も
休
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

能
登
半
島
を
た
っ
ぷ
り
と
満
喫
し

最
後
は
砂
浜
を
ド
ラ
イ
ブ

最
終
日
は
、
石
川
県
能
登
半
島
の

名
物
、
輪
島
朝
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
で

す
。1
0
0
0
年
以
上
も
前
か
ら
続
く

と
い
う
こ
の
朝
市
は
、
新
鮮
な
魚
貝
・

海
草
、
野
菜
な
ど
が
手
に
入
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
活
気
あ
る
市
場
の
雰
囲
気

福井県立恐竜博物館は迫力満点

雄々しい地形の東尋坊

五箇山相倉合掌造り集落

国宝に指定されている高岡山瑞龍寺

世界農業遺産の白米千枚田

活気あふれる輪島朝市

千里浜なぎさドライブウェイ

に
き
っ
と
皆
様
も
元
気
を
も
ら
え
る
で

し
ょ
う
。

輪
島
塗
の
漆
器
工
房
の
見
学
を
経
て
、

向
か
う
は
白
米
千
枚
田
。
日
本
で
初
め

て
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
こ
の

棚
田
は
、
小
さ
な
田
が
重
な
り
海
岸
ま

で
続
く
様
は
絶
景
で
、
奥
能
登
を
代
表

す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
た
方
々
を
奥
能
登
か
ら

小
松
空
港
、
金
沢
駅
へ
お
送
り
す
る
道

中
、
日
本
で
唯
一
、
車
で
走
れ
る
砂
浜
、

千
里
浜
な
ぎ
さ
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
通

り
ま
す
。
全
長
約
8
k
m
に
お
よ
び
、

雄
大
な
波
打
ち
際
を
眺
め
な
が
ら
バ
ス

で
走
り
抜
け
る
感
動
の
ひ
と
時
が
、
旅

の
最
後
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

今
回
も
皆
様
の
素
敵
な
思
い
出
と

な
る
プ
ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

3 月刊税理士事務所CHANNEL



第40回 全国統一研修会「北陸大会」開催記念企画

北陸地方とは
　本州中央部に位置する中部地方のうち、日本海に面した3県からなる地域です。日本三名山に数えられる立山（富山県）と白山（石川県・福
井県）を擁し、その雪解け水の恵みを受けた日本有数の穀倉地帯であるとともに、漁業も盛んに行われています。暖流と寒流のぶつかる日本
海近海で獲れる豊富な水産資源のなかでも「氷見の寒ブリ」や「富山湾のホタルイカ」、「越前ガニ」などは全国的にも有名です。また、鯖江
の眼鏡に代表される軽工業や漆器、織物、和紙などの伝統工芸も各地に根付いています。

北陸地方の魅力を徹底紹介 !!

富山県
石川県

福井県

福井県はこんなところ
■税理士登録者数：339名※■方言の特徴：相手を誘う時は語
尾に「っさ」を付ける。「あおっさ（＝会おうよ）」「いこっさ（＝行こう
よ）」など。■県のキャッチコピー：美しくたくましく福井県■県が誇
るNo.1：人口10万人あたりの社長輩出数、眼鏡フレーム出荷
額、英検準1級以上相当の英語教員の割合■県のキャラクター

「Juratic」について：「ジュラチック王国」からやってきた恐竜たち
が結成した“恐竜王国福井”のPR戦隊。

石川県はこんなところ
■税理士登録者数：576名※■方言の特徴：「能登べっちゃに
加賀がやがや」といわれ、加賀地方では「～だよ」「～のだ」の意
で「～がや」「～がね」がよく使われる。■県のキャッチコピー：ほっ
と石川■県が誇るNo.1：人口100万人あたりの人間国宝数、
1世帯あたりのアイスクリーム・シャーベットへの支出金額■県の
キャラクター「ひゃくまんさん」について：石川県観光PRマスコッ
トキャラクター。北陸新幹線開業PRキャッチコピー「いしかわ
百万石物語」を象徴するキャラクターとして登場。郷土玩具の加
賀八幡起上りがモチーフとなっている。

※出典：『税理士界』2015年5月号「26年度末都道府県別税理士登録者数」

①
富
山
県

富山県はこんなところ
■税理士登録者数：449名※■方言の特徴：西日本方言
の東限だが、音韻体系では東北方言と共通する要素も。

「～しなさい」は「～しゃい」■県のキャッチコピー：水の王国
とやま■県が誇るNo.1：人口1人あたりの医薬品生産金
額、アルミサッシ・ドア出荷額、水田率、出火率（人口1万人
あたりの出火件数）が全国最小■県のキャラクター「きと
きと君」について：「きときと」は富山弁で「新鮮」の意。身長
は立山の1500分の1で、体重はブリ5本分くらい。

大特集

©富山県

©2013 石川県 ひゃくまんさん#0425
県のキャラクター：ひゃくまんさん

県のキャラクター：きときと君

県のキャラクター：Juratic
©FUKUI/play set product
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北陸の温泉地ミニ特集

北陸には日本有数の温泉街が点在し、中には開湯千年を超える古湯も。泉質の良さはもちろん、
歴史に育まれた町の情緒やきめ細かなおもてなし、山海の幸など北陸ならではの魅力が盛り沢山です。

①
富
山
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
黒
部
ダ
ム

7
年
の
歳
月
と
延
べ
1
0
0
0
万
人
の
努

力
に
よ
っ
て
1
9
6
3
年
に
完
成
し
た
日
本

最
大
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
で
す
。
立
山
黒
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
観
光
名
所
と
し
て
知
ら
れ
、

日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
1
8
6
m
か
ら
の
放

水
や
、
巨
大
建
造
物
と
し
て
の
存
在
感
は
圧

巻
で
す
。

●
池
田
屋
安
兵
衛
商
店

県
内
有
数
の
老
舗
薬
種
商
で
、
と
く
に

「
越
中
反
魂
丹
」
は
〝
万
能
薬
〞
と
も
い
わ

れ
、
全
国
に
〝
富
山
の
薬
〞
を
広
め
る
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。
薬
の
香
り
立
ち
込
め

る
店
内
は
、
か
つ
て
の
生
薬
倉
庫
の
柱
と
梁

を
生
か
し
た
吹
き
抜
け
の
造
り
で
す
。

●
世
界
遺
産 

相
倉
合
掌
造
り
集
落

「
合
掌
造
り
」
と
呼
ば
れ
る
茅
葺
の
家
屋
は
、

国
内
で
は
こ
の
近
隣
で
し
か
見
ら
れ
な
い
貴

重
な
民
家
の
形
式
で
す
。
相
倉
合
掌
造
り
集

落
に
は
23
棟
の
合
掌
造
り
家
屋
が
現
存
し
、
昔

な
が
ら
の
生
活
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
シ
ロ
エ
ビ

春
か
ら
秋
に
か
け
て
獲
れ
る
シ
ロ
エ
ビ
は
、

そ
の
透
き
通
っ
た
体
が
陽
の
光
を
受
け
て
輝

く
様
子
か
ら
「
富
山
湾
の
宝
石
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
お
刺
身
は
も
ち
ろ
ん
、
か
ら

揚
げ
、
昆
布
〆
、
す
ま
し
汁
な
ど
食
べ
方
は

多
彩
。
濃
厚
な
甘
み
と
独
特
の
と
ろ
り
と
し

た
食
感
は
、
富
山
で
し
か
味
わ
え
ま
せ
ん
。

●
か
ぶ
ら
寿
司

塩
漬
け
し
た
か
ぶ
に
脂
の
の
っ
た
天
然
の

ブ
リ
や
サ
バ
の
薄
切
り
を
は
さ
み
、
糀
で
漬
け

こ
ん
だ
か
ぶ
ら
寿
し
。
か
ぶ
と
麹
の
甘
み
と

魚
の
う
ま
み
が
見
事
に
調
和
し
て
お
り
、
富

山
の
郷
土
料
理
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

●
氷
見
う
ど
ん

氷
見
う
ど
ん
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
も
強

い
コ
シ
と
粘
り
、
餅
の
よ
う
な
食
感
と
風
味
、

そ
し
て
爽
や
か
な
の
ど
ご
し
と
歯
ご
た
え
で

す
。
富
山
の
き
れ
い
な
水
と
手
間
の
か
か
る

手
延
べ
の
工
程
に
よ
っ
て
、
う
ど
ん
本
来
の

旨
み
が
存
分
に
引
き
出
さ
れ
た
逸
品
で
す
。

●石川県　和倉温泉（七尾市）

“日本一のおもてなし”と称さ
れる旅館・加賀屋で有名な全国
有数の温泉地です。塩分濃度が
高い強塩泉で、体をよく温め効
能にも優れた温泉といわれてい
ます。釣りやシーカヤック、イ
ルカウォッチングなどが体験で
きる能登島にも近く、海のレジ
ャーを楽しむのもおすすめです。

●富山県　宇奈月温泉（黒部市）

黒部峡谷の玄関口に位置し、
富山県随一の規模（収容人員
3500名）を誇る温泉郷。無色透
明の湯は肌にやさしいアルカリ
性単純泉で、“日本一の透明度”
とも称されています。黒部川沿
いの旅館やホテルで味わう新鮮
な海の幸や峡谷の名水で仕込ん
だ地酒や地ビールは絶品です。

●福井県 越前あわら温泉（あわら市）

40軒あまりの宿が整然と建ち
並ぶあわら温泉街は、“関西の奥
座敷”として中京・京阪神の湯
客を中心に親しまれ、年間100
万人以上が訪れています。温泉
につかった後は、屋台形式のお
店が軒を連ねる「あわら温泉屋
台村 湯けむり横町」で夜風を感
じながらおいしい料理を楽しむ
のもおすすめです。

シロエビ

相倉合掌造り集落

黒部ダム
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②
石
川
県

③
福
井
県

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
兼
六
園

日
本
三
名
園
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
国
の

特
別
名
勝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
、
金
沢
の

代
表
的
な
名
所
。
加
賀
歴
代
藩
主
に
よ
っ
て

長
い
歳
月
を
か
け
て
形
づ
く
ら
れ
た
廻
遊
式

庭
園
で
、
大
き
な
池
や
築
山
、
御
亭
や
茶
屋

な
ど
を
遊
覧
で
き
ま
す
。

●
コ
ス
モ
ア
イ
ル
羽
咋

羽
咋
市
は
、「
U
F
O
の
町
」
を
P
R
し

た
地
域
活
性
化
策
で
有
名
で
す
。
そ
れ
を
象

徴
す
る
こ
の
施
設
に
は
、
宇
宙
か
ら
帰
還
し

た
宇
宙
カ
プ
セ
ル
な
ど
、
宇
宙
開
発
の
た
め

に
制
作
さ
れ
た
実
物
が
多
数
展
示
さ
れ
て
お

り
、U
F
O
関
連
の
資
料
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

●
白
米
千
枚
田

山
す
そ
が
海
岸
に
向
か
っ
て
落
ち
込
ん
で

い
く
斜
面
に
、
小
さ
な
田
ん
ぼ
が
階
段
状
に

ひ
し
め
き
あ
っ
た
輪
島
市
白
米
町
の
棚
田
。

苛
酷
な
自
然
条
件
の
中
、
住
民
の
苦
労
の
末

に
形
成
さ
れ
た
こ
の
絶
景
は
、2
0
1
1
年
に

【
観
光
ス
ポ
ッ
ト
】

●
東
尋
坊

日
本
海
の
荒
波
に
削
ら
れ
た
断
崖
絶
壁
の

岩
肌
が
約
1
㎞
に
も
わ
た
っ
て
続
く
そ
の
景

観
は
、
国
の
名
勝
・
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ラ
イ
オ
ン
岩
や
ロ
ー
ソ
ク
岩

な
ど
、
自
然
の
造
形
を
海
か
ら
眺
め
ら
れ
る

遊
覧
船
も
お
す
す
め
で
す
。

●
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館

県
北
東
部
に
位
置
す
る
勝
山
市
で
は
日
本

の
恐
竜
化
石
の
大
部
分
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、

2
0
0
9
年
に
は
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
福
井
県
立
恐
竜
博

物
館
で
、
そ
の
成
果
で
あ
る
42
体
の
恐
竜
全

身
骨
格
や
千
数
百
点
も
の
標
本
、
巨
大
ジ
オ

ラ
マ
な
ど
を
じ
っ
く
り
観
察
で
き
ま
す
。

●
青
葉
山

福
井
県
と
京
都
府
の
境
に
位
置
す
る
青
葉

山
は
、
美
し
く
優
雅
な
正
三
角
形
の
姿
か
ら

別
名
「
若
狭
富
士
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
実
は
東
峰
（
標
高
6
9
3
m
）
と
西
峰

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
「
能
登
の
里

山
里
海
」
を
象
徴
す
る
絶
景
で
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
能
登
丼

奥
能
登
の
食
文
化
の
魅
力
発
信
の
た
め
、

珠
洲
市
・
輪
島
市
・
能
登
町
・
穴
水
町
で
始

ま
っ
た
「
能
登
丼
」。
地
元
の
食
材
と
水
を
用

い
、
能
登
産
の
器
や
箸
を
使
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
各
地
の
飲
食
店
が
そ
れ
ぞ
れ
趣
向

を
凝
ら
し
た
丼
物
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

●
い
し
る
（
い
し
り
）

能
登
地
方
で
古
く
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
イ

ワ
シ
や
イ
カ
の
内
蔵
な
ど
を
塩
漬
け
し
自
然

発
酵
・
熟
成
さ
せ
た
魚
醤
。
刺
身
や
煮
物
の

隠
し
味
、
郷
土
料
理
な
ど
に
幅
広
く
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

●
加
賀
八
幡
起
上
り

加
賀
人
形
と
と
も
に
稀
少
伝
統
的
工
芸
品

と
し
て
市
に
指
定
さ
れ
て
い
る
加
賀
八
幡
起

上
り
。
型
に
和
紙
を
張
っ
て
胡
粉
と
朱
を
塗

り
、
顔
と
松
竹
梅
を
描
い
た
愛
ら
し
い
姿
が

特
徴
の
張
子
で
、
縁
起
の
よ
い
贈
り
物
と
し

て
も
旅
行
の
お
土
産
と
し
て
も
最
適
で
す
。

（
6
9
2
m
）
か
ら
成
る
双
耳
峰
で
、
西
峰
か

ら
は
内
浦
湾
を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
、
遠

く
に
は
敦
賀
半
島
や
越
前
岬
が
見
渡
せ
ま
す
。

【
食
べ
物
と
お
土
産
】

●
越
前
お
ろ
し
そ
ば

そ
ば
に
大
根
お
ろ
し
を
の
せ
て
つ
ゆ
を
か

け
る
「
ぶ
っ
か
け
」、
大
根
お
ろ
し
を
入
れ
た

つ
ゆ
に
そ
ば
を
つ
け
る
「
つ
け
そ
ば
」
な
ど

食
べ
方
は
様
々
で
す
が
、
い
ず
れ
も
麺
の
甘

み
と
大
根
の
辛
み
の
相
性
が
抜
群
で
す
。

●
若
狭
ぐ
じ

若
狭
湾
で
獲
れ
る
ア
カ
ア
マ
ダ
イ
は
「
若

狭
ぐ
じ
」
と
呼
ば
れ
、
淡
泊
で
あ
り
な
が
ら

も
脂
が
の
っ
た
味
わ
い
深
い
そ
の
身
は
和
の

最
高
級
食
材
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
き

め
細
や
か
な
ウ
ロ
コ
を
付
け
た
ま
ま
焼
き
上

げ
ら
れ
た
「
若
狭
焼
き
」
は
絶
品
で
す
。

●
さ
ば
の
へ
し
こ

脂
の
の
っ
た
さ
ば
を
2
〜
3
週
間
塩
漬
け

に
し
た
後
、
糠
・
唐
辛
子
な
ど
を
加
え
て
熟

成
さ
せ
る
郷
土
料
理
、
へ
し
こ
。
糠
を
つ
け

た
ま
ま
軽
く
炙
る
と
、
独
特
の
風
味
と
香
ば

し
さ
と
旨
み
が
口
中
に
広
が
り
ま
す
。

能登丼

コスモアイル羽咋

兼六園

若狭ぐじ

青葉山

越前おろしそば
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　中部北陸圏統括部は、名古屋支社・金沢支社・静岡支
社の3支社にて構成されております。昨年の中部大会に続
き、今年は金沢支社にて北陸ミロク会計人会の先生方と
共に、「第40回全国統一研修会 北陸大会」を担当致しま
す。新幹線の開通に伴い、北陸は今、旬の地域となっており
ます! 社員一同、全国からの皆様のお越しを心よりお待ちし
てりおります。
MJS執行役員・中部北陸圏統括部長・石川 哲士

　金沢支社では「第40回 全国統一研修会 北陸大会」に
お越しいただく皆様に、心から楽しんでいただけるよう北陸会
の先生方と社員が一丸となって準備を進めております。自然
豊かな北陸の食文化、素晴らしい伝統工芸、新旧が交錯す
る町並みに触れてください。当日は皆様にお会いできること、
楽しみにしております。
MJS金沢支社長・田中 宏典

移
ろ
い
ゆ
く
世
界
情
勢
を
見

つ
め
、
常
に
最
新
の
情
報
や
知

識
、
技
術
を
皆
様
に
提
供
し
開

催
し
て
参
り
ま
し
た
全
国
統
一

研
修
会
。
40
回
目
の
今
回
は
、

石
川
県
金
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
好
調
な
日
本
経
済
の
波
に

う
ま
く
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
す
る
方

法
や
未
来
展
望
な
ど
、
構
造
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
日
本
の
会
計

事
務
所
に
現
在
、
そ
し
て
近
い

将
来
必
要
と
さ
れ
る
知
見
や
テ

ク
ニ
ッ
ク
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

中
心
に
研
修
を
行
い
ま
す
。
開

催
担
当
の
北
陸
会
の
先
生
方
と

M
J
S
が
、
皆
様
を
心
よ
り
お

も
て
な
し
致
し
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　作家・前東京都知事である
猪瀬 直樹氏をお招きし、「この
国のゆくえ」をテーマにご講演
いただきます。

　株式会社能作代表取締役
の能作 克治氏に、「素材とデ
ザインで市場を拓く」と題して
ご講演いただきます。

　ミロク会計人会連合会・情報ネットワーク委員会のメンバーによ
る企画・運営のもと、「業務改善シリーズ第4弾 突撃！ 隣の事務所
の… ～ニッポンの半歩先行く税理士事務所～」をテーマに行われ
ます。また、特別講演として国立大学法人 東京工業大学 像情報
工学研究所 教授・工学博士の大山 永昭氏をお招きし、「番号制
度導入の背景と今後の展開」をテーマにご講演いただきます。

　元金沢市長で、現在は石
川県中小企業団体中央会会
長である山出 保氏をお招きし、
「まちづくり ものづくり－金沢
の物語－」をテーマにお話しい
ただきます。

会場となる石川県立音楽堂（左）と
ANAクラウンプラザホテル金沢

基調講演第2分科会

第１分科会第3分科会

全国統一研修会 北陸大会の魅力を紹介
開催日：平成 27年 11月 12日（木）

北陸会はこんな組織！！
　北陸ミロク会計人会（北陸会）は、石川県・富山県・福
井県の3地区で構成されています。会員事務所数は、石
川県46事務所、富山県29事務所、福井県22事務所
で、MJSのシステムをお使いの事務所様の多くが会
員となっています。事務局はMJS金沢支社にあり、会
員増強に向けて各委員会の活動を活発的に行っていま
す。特に研修会には力を入れており、日頃の認定研修会
の他に、会員の先生が講師を務める実務研修会を開催
したり、定期総会の記念講演会では著名人をお呼びす
るなど、毎年趣向を変え大変好評を博しております。そう
いった活動の成果もあり、会員数は増え続けています。

左：認定研修会の模様
右：懇親ゴルフ大会の模様
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フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
参
考
に

自
事
務
所
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
活
用

日
税
連
が
制
作
し
た
『
税
理
士
の

た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
』
は
、
実
務
上
の
ポ
イ
ン
ト

や
注
意
点
の
解
説
に
加
え
て
、
後
半

に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
対
応
し

た
各
種
文
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら

を
活
用
し
て
文
書
を
作
成
す
る
際
の

ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。
な
お
、

前
回
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
本
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
を
含
む
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

の
デ
ー
タ
は
日
税
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
会
員
専
用
サ
イ
ト
）
に
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。
特
に
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、W
o
r
d
フ
ァ
イ
ル

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）を
テ
ー
マ
と
す
る
本
稿
。前
回
は
、日
本
税
理
士
会
連
合
会（
以
下
、日
税
連
）の
浅
田 

恒
博
専
務
理
事
に
、日
税
連
が
制
作
し
た

『
税
理
士
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』を
も
と
に
、個
人
番
号
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
の
事
前
準
備
、取
り
扱
い
上
の
留
意
点
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、同
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
添
付
さ
れ
て
い
る
各
種
関
連
文
書
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
使
い
方
を
浅
田
専
務
理
事
に
ご
解
説
い
た
だ
き
、

後
半
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
M
J
S
の
シ
ス
テ
ム
対
応
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
お
け
る
留
意
点
と
M
J
S
の
対
応
②

も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
本
稿
を

参
考
の
上
、
自
事
務
所
用
に
ア
レ
ン

ジ
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。

基
本
方
針
、
取
扱
規
程

個
人
番
号
を
扱
う
税
理
士
事
務
所

は
、
特
定
個
人
情
報
等
の
適
正
な
取

り
扱
い
に
関
す
る
基
本
方
針
を
策
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
特
定
個
人

情
報
取
扱
規
程
に
つ
い
て
は
策
定
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
フ
ォ

ー
マ
ッ
ト
は
「
様
式
1

－

特
定
個
人

情
報
基
本
方
針

－

ひ
な
型
」「
様
式
2

－

1

－

取
扱
規
程

－

ひ
な
型
」
で
す
。

取
扱
規
程
に
関
し
て
、
第
1
〜
3

章
は
ど
の
事
務
所
で
も
あ
る
程
度
そ

の
ま
ま
使
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
、
第
4
章
の
第
20
〜
22
条

は
、
事
務
所
で
お
使
い
の
シ
ス
テ
ム

と
大
き
く
関
係
し
て
く
る
部
分
に
な

り
ま
す
。
自
事
務
所
の
運
用
状
況
や

ル
ー
ル
に
従
い
、
適
切
な
表
記
に
変

更
し
て
く
だ
さ
い
（
表
1
）。

第
6
〜
7
章
は
、
委
託
と
廃
棄
・

消
去
に
関
す
る
規
程
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
自
事
務
所
で
の
取
り
扱
い

ル
ー
ル
に
従
い
、
適
切
な
表
記
に
変

更
く
だ
さ
い
。
た
だ
、
廃
棄
に
は
保

管
も
紐
付
い
て
き
ま
す
が
、
こ
れ
に

関
し
て
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
部
分

が
あ
り
ま
す
。
保
管
に
関
し
て
正
確

な
こ
と
が
分
か
り
次
第
、
日
税
連
か

ら
も
情
報
を
発
信
し
ま
す
の
で
、
そ

れ
を
受
け
て
適
切
な
記
載
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

税
理
士
事
務
所
も
規
模
が
大
き
く

な
る
と
部
署
を
設
け
る
な
ど
、
組
織

が
複
雑
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
事
務
所
を
想
定
し
て
作
成
し

た
の
が
「
様
式
2

－

2

－

取
扱
規
程

－

大
規
模
事
務
所
用
ひ
な

型
」
で
す
。
基
本
的
に
は

様
式
2

－

1
と
同
じ
内

容
な
の
で
す
が
、
赤
で
囲

っ
た
部
分
が
追
加
し
て
い

る
規
定
に
な
り
ま
す
の
で
、

自
事
務
所
の
状
況
に
応
じ

て
記
載
し
て
く
だ
さ
い

（
表
2
）。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

「
様
式
3

－

取
扱
規
程
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト

－

サ
ン
プ
ル
」
と
「
様
式
4

－

事
務
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

－

サ
ン
プ
ル
」

は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

を
作
成
し
て
お
く
と
、
や
る
べ
き
こ

と
が
ク
リ
ア
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

事
務
所
の
特
定
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

と
き
に
、
対
外
的
に
示
せ
る
資
料
と

な
り
ま
す
の
で
、
作
成
し
て
お
く
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
（
表
3
・
4
）。

業
務
契
約
書
、
合
意
書
、
覚
書

税
理
士
事
務
所
業
界
で
は
、
契
約

書
な
し
で
顧
問
契
約
を
結
ん
で
い
る

ケ
ー
ス
も
い
ま
だ
に
散
見
さ
れ
、
日

税
連
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
も
契
約
書

の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
作
成
し
て
、
そ

の
普
及
に
努
め
て
き
ま
し
た
。「
様

式
5

－

1

－

業
務
契
約
書

－

ひ
な
型
」

は
、
日
税
連
が
作
成
し
た
従
来
の
フ

ォ
ー
マ
ッ
ト
に
、
第
5
条
「
特
定
個

人
情
報
等
の
取
扱
い
」
に
関
す
る
記

載
を
加
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
（
表

5
）。

日
本
税
理
士
会
連
合
会 
専
務
理
事　

浅あ
さ
だ田 

恒つ
ね
ひ
ろ博 

様

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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こ
れ
に
続
く
「
様
式
5

－

2

－

業

務
契
約
書
附
属
書
類
合
意
書

－

ひ
な

型
」
と
「
様
式
5

－

3

－

特
定
個
人

情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
覚
書

－

ひ

な
型
」
は
、
業
務
契
約
書
に
付
随
し

た
書
類
に
な
り
ま
す
。
顧
問
先
に
安

心
感
を
与
え
る
た
め
、
日
税
連
と
し

て
は
業
務
契
約
書
に
加
え
て
、
こ
れ

ら
の
書
類
も
取
り
交
わ
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

就
業
規
則

税
理
士
事
務
所
の
就
業
規
則
を
想

定
し
て
作
成
し
た
の
が
、「
様
式
6

－

1

－

就
業
規
則

－

サ
ン
プ
ル
」
で

す
。
第
2
章
の
第
5
条
、
②
の
と
こ

ろ
に
個
人
番
号
に
関
す
る
記
載
を
括

弧
書
き
で
追
加
し
て
い
ま
す
（
表
6
）。

採
用
の
と
き
に
個
人
番
号
を
収
集
す

る
こ
と
、
そ
の
利
用
目
的
は
記
載
の

通
り
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
作
成
、

健
康
保
険
・
厚
生
年
金
な
ど
に
関
す

る
事
務
に
の
み
限
定
さ
れ
る
こ
と
も
、

こ
の
表
記
で
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

  

●

本
誌
2
号
に
わ
た
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
へ
の
対
応
策
を
お
伝
え
し

て
き
ま
し
た
。
本
稿
を
参
考
に
、
特

定
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に

努
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

表1　該当箇所：「様式2-1-取扱規程-ひな型」P4～ 5

表3　該当箇所：「様式3-取扱規程チェックリスト-サンプル」冒頭抜粋表4　該当箇所：「様式4-事務チェックリスト-サンプル」冒頭抜粋

表5　該当箇所：「様式5-1-業務契約書-ひな型」P1～ 2表6　該当箇所：「様式6-1-就業規則-サンプル」P1～ 2

表2　該当箇所：「様式2-2-取扱規程-大規模事務所用ひな型」P3 ～ 5
第4章　特定個人情報等の保管、管理等

保
管

第20条　当事務所は、第5条に規定する事務が終了するまでの間、特定個人情報等を保管する。
ただし、所管法令等により保存期間が定められているものについては、当該期間を経過するまで
の間、特定個人情報等を保管する。
2. 特定個人情報等を取り扱う機器、磁気媒体等及び書類等は、特定個人情報等の漏えい、滅失
又は毀損の防止その他の安全管理の確保のため、次に掲げる方法により保管又は管理する。
①特定個人情報等を取り扱う機器は、施錠できるキャビネット等に保管するか、又は盗難防止用
のセキュリティワイヤー等により固定する。
②特定個人情報等を含む書類及び磁気媒体等は、施錠できるキャビネット等に保管する。
③特定個人情報ファイルは、パスワードを付与する等の保護措置を講じたうえでこれを保存し、
当該パスワードを適切に管理する。
④特定個人情報等を含む書類であって、法定保存期間を有するものは、期間経過後速やかに廃棄
することを念頭に保管する。
3. 特定個人情報等を含む書類又は特定個人情報ファイルを法定保存期間経過後も引き続き保
管するときは、個人番号に係る部分をマスキング又は消去したうえで保管する。

情
報
シ
ス
テ
ム
の
管
理

第21条　当事務所において使用する情報システムにおいて特定個人情報等を取り扱うときは、
次に掲げる方法により管理する。
①特定個人情報保護責任者は、情報システムを使用して個人番号を取り扱う事務を処理すると
きは、ユーザーIDに付与されるアクセス権により、特定個人情報ファイルを取り扱う情報シス
テムを使用できる者を事務取扱担当者に限定する。
②事務取扱担当者は、情報システムを取り扱う上で、正当なアクセス権を有する者であること
を確認するため、ユーザーID、パスワード等により認証する。
③情報システムを外部からの不正アクセス又は不正ソフトウェアから保護するため、情報シス
テム及び機器にセキュリティ対策ソフトウェア等を導入する。
④特定個人情報等をインターネット等により外部に送信するときは、通信経路における情報漏
えい等を防止するため、通信経路の暗号化等の措置を講じる。

特
定
個
人
情
報
等
の
持
出
し
等

第22条　当事務所において保有する特定個人情報等を持ち出すときは、次に掲げる方法により
管理する。
①特定個人情報等を含む書類を持ち出すときは、外部から容易に閲覧されないよう封筒に入れ
る等の措置を講じる。
②特定個人情報等を含む書類を郵送等により発送するときは、簡易書留等の追跡可能な移送手
段等を利用する。
③特定個人情報ファイルを磁気媒体等又は機器にて持ち出すときは、ファイルへのパスワード
の付与等又はパスワードを付与できる機器の利用等の措置を講じる。

第２章　採用、異動等
採
用 第４条　事務所は、就職を希望する者の中から選考により使用人等として採用する。

採
用
決
定
者
の
提
出
書
類

第５条　選考試験に合格し、採用された者は、採用後○週間以内に次の書類を提出しなけ
ればならない。
①履歴書
②住民票記載事項証明書（源泉徴収票等の作成事務及び健康保険・厚生年金等に関する事
務に使用するため、本人の「個人番号」が記載されたもの）
③税理士資格を有することを証する書面又は税理士登録を行っていることを証する書面
の写し（所属税理士としての採用の場合に限る）（※）
④第11条から第13条、第17条を遵守する旨の誓約書(税理士法上の禁止義務に限定)
⑤技能資格証明書（簿記等）
⑥前職あるものは厚生年金保険及び雇用保険被保険者証並びに当年分の源泉徴収票
⑦その他事務所が指定する書類

特
定
個
人
情
報
保
護
責
任
者

第6条　当事務所は、特定個人情報等の取扱いに関して総括的な責任を有する特定個人情
報保護責任者を次の通り設置する。
①特定個人情報保護責任者は〇〇〇の中より任命されるものとする。
②特定個人情報保護責任者の任期は、〇〇〇決議によりその任命を解かれるまでとする。
③特定個人情報保護責任者は、特定個人情報管理を担当する部門長を指名し、特定個人情
報管理に関する業務を分担させることができる。
2. 特定個人情報保護責任者は、特定個人情報等に関する監査を除き、次の各号に掲げる事
項その他当事務所における特定個人情報等に関する全ての権限と責務を有するものとする。
①本規程第4条に規定する基本方針の策定、従業者への周知、一般への公表
②本規程に基づき特定個人情報等の取扱いを管理する上で必要とされる事案の承認
③特定個人情報等に関する安全対策の策定・推進
④特定個人情報等の適正な取扱いの維持・推進等を目的とした諸施策の策定・実施
⑤事故発生時の対応策の策定・実施

部
門
長
の
責
務

第7条　部門長は、自らの部門に所属する従業者の特定個人情報等の取扱いに関する権限と
責務を有するものとする。
2. 部門長は、自らの部門に所属する従業者が特定個人情報等について適正に取り扱うよう
必要かつ適切な監督を行うものとする。
3. 部門長は、自らの部門に所属する従業者から提出された特定個人情報等を含む文書につ
いて、速やかに担当の事務取扱部門へ受け渡すものとする。
4. 部門長は、自らの部門において特定個人情報の漏えい等の事故又は本規程に違反してい
る事実が発生したことを知ったとき又はその疑いが生じたと判断したときは、直ちにその旨
を特定個人情報保護責任者に報告し、指示を求めなければならない。
5. 部門長は、特定個人情報等の取扱いを管理するうえで、必要があると認められるときは、
細則等を定めることとする。この場合、特定個人情報保護責任者の承認を受けなければな
らない。

監
査
責
任
者

第8条　監査責任者は、〇〇〇が任命し、当事務所内の特定個人情報等を取り扱う業務にお
いて、関係法令、本規程等が遵守され、適法かつ適正に取り扱われているかについて、定期
的に監査し、その結果を代表者及び特定個人情報保護責任者に報告する。
2. 監査責任者は、特定個人情報の取扱いに関する監査に必要な監査担当者を選任すること
ができる。

監
査
の
実
施

第15条　監査責任者は、当事務所における特定個人情報等の取扱いが法令、本規程その他
の規範と合致していることを定期的に監査する。
2. 監査責任者は、特定個人情報等の取扱いに関する監査報告書を代表者及び特定個人情報
保護責任者に報告する。

特定個人情報取扱規程に関する事務所管理体制チェックリスト（サンプル）
段階 対応 確認事項 チェック 備考

規程等の整備
特定個人情報基本
方針の策定（任意）

基本方針を策定しているか。 □

特定個人情報取扱
規程の策定

取扱規程を策定しているか。 □

管理体制 個人番号を取り扱
う事務の範囲

①従業員等に係る源泉徴収事務、社会保険関係
事務及び労働保険関係事務
②業務委嘱契約等に基づく年末調整事務及び法
定調書作成事務
③業務委嘱契約等に基づく税務代理
④業務委嘱契約等に基づく税務書類の作成
⑤上記③及び④に付随して行う事務

－

特定個人情報の取扱いに関する事務チェックリスト（サンプル）
段階 確認事項 チェック 備考

取得

取得する特定個人情報は、個人番号を取り扱う事務の範囲内か。 □
取得する特定個人情報は、特定個人情報の範囲内の項目か。 □

本人又は代理人の本人確認はしたか。 □ （ 例）個人番号カード
（確認した書類をメモ）

本人確認書類の保存はしたか。 □
執務記録に取得状況を記録したか。 □

利用

利用する特定個人情報は、個人番号を取り扱う事務の範
囲内か。 □

利用する特定個人情報は、特定個人情報の範囲内の項目
か。 □

第４条　支払時期及び支払方法
1. 顧問報酬の支払時期は、毎月 　日締の同月 　日までに乙の指定口座に振り込むものとする。
2. 税務書類作成及び決算に係る報酬等は、乙の業務終了後　月以内に乙の指定口座に振り込むもの
とする。
　　　　　　　 振込口座

口座名義　　　　　　銀行　　　支店　　　預金　　　口座番号

第５条　特定個人情報等の取扱い
乙は甲との「特定個人情報の外部委託に関する合意書」に則り、甲から乙に開示又は提供された個人
番号及び特定個人情報（以下「特定個人情報等」という。）を適切に取り扱うものとする。
第６条　資料等の提供及び責任
1. 甲は、委任業務の遂行に必要な説明、書類、記録その他の資料(以下「資料等」という。)をその責任
と費用負担において乙に提供しなければならない。
2. 資料等は、乙の請求があった場合には、甲は速やかに提出しなければならない。資料の提出が乙の
正確な業務遂行に要する期間を経過した後であるときは、それに基づく不利益は甲において負担する。
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そ
の
他
、
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
、

会
計
事
務
所
の
職
員
や
顧
問
先
の
従

業
員
が
自
身
と
扶
養
親
族
の
個
人
番

号
を
登
録
・
参
照
で
き
る
セ
ル
フ
入

力
機
能
も
用
意
し
ま
し
た
。
本
機
能

に
は
、
本
人
確
認
の
際
に
必
要
と
な

る
通
知
カ
ー
ド
や
免
許
証
等
の
本
人

確
認
書
類
の
イ
メ
ー
ジ
画
像
を
添
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

M
J
S
の
自
計
化
シ
ス
テ
ム
を
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
顧
問
先
様
に

対
し
て
も
、
ク
ラ
ウ
ド
で
個
人
番
号

を
管
理
す
る
方
法
と
、
オ
ン
プ
レ
ミ

ス
版
を
導
入
し
社
内
の
パ
ソ
コ
ン
等

で
管
理
す
る
方
法
の
2
種
類
を
用

意
し
て
い
ま
す
。N
X

－

P
r
o
で
、

顧
問
先
の
環
境
に
応
じ
て
個
人
番
号

の
連
動
先
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
図
2
）。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を

支
援
す
る
M
J
S
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
に
「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
」
で
は
、
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る

特
定
個
人
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
や
暗
号
化
対
策
な
ど
を
行

っ
て
お
り
、
安
全
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
特
定
個
人
情
報
を
は

じ
め
、
所
内
や
顧
問
先
の
社
内
に
は

顧
客
情
報
や
商
品
情
報
な
ど
、
社
外

秘
の
情
報
が
数
多
く
蓄
積
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ

ス
す
る
パ
ソ
コ
ン
や
サ
ー
バ
ー
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
周
辺
機
器
そ
の
も
の

に
対
す
る
制
御
設
定
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
が
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

社
内
の
重
要
な
情
報
は
常
に
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

M
J
S
で
は
、
そ
の
よ
う
な
脅
威

か
ら
事
務
所
や
顧
問
先
企
業
を
守
る

た
め
に
、
内
部
要
因
に
よ
る
情
報
漏

え
い
を
未
然
に
防
ぐ
「SO

X
BO
X

 

N
X

」
を
は
じ
め
、
不
正
ア
ク
セ
ス

を
防
止
す
る
「Forti Gate

」、
ウ
イ

ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
「Sym

antec 

Endpoint Protection

」
な
ど
、

様
々
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
し
、
安
心
し
て
業
務
を

行
え
る
環
境
の
構
築
を
支
援
し
て
い

ま
す
（
図
3
）。

他
に
も
Ｍ
Ｊ
Ｓ
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
へ
の
対
応
策
や
規
程
集
な

ど
の
書
籍
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
機
密
文
書
の

廃
棄
を
代
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
連
し
た
各

種
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い

ま
す
（
図
4
）。
詳
し
く
は
M
J
S

の
担
当
支
社
・
営
業
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
の
主

な
機
能
と
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
の
連
携
イ
メ
ー
ジ
は
図
1
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
に
、
通
常
業

務
で
使
用
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
は
分
離
し
た
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す

る
こ
と
で
、
よ
り
高
度
な
安
全
管
理

を
実
現
で
き
ま
す
。
ま
た
、
登
録
か

ら
利
用
、
廃
棄
で
は
両
シ
ス
テ
ム
が

相
互
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
取
り
扱
い
を
ス
ム

ー
ズ
に
実
現
し
ま
す
。

各
シ
ス
テ
ム
の
具
体
的
な
処
理
は

表
2
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
登
録
は

ど
ち
ら
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
も
で
き
ま

す
が
、
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で

は
原
則
的
に
個
人
番
号
を
保
持
せ
ず
、

「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
に
て
暗

号
化
し
て
格
納
し
ま
す
。
登
録
や
参

照
、
印
刷
、
修
正
、
削
除
と
い
っ
た

作
業
は
権
限
を
付
与
さ
れ
た
人
の
み

が
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
使
用
履

歴
は
全
て
「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
」
で
一
括
管
理
し
、
権
限
保
有
者

は
い
つ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
削
除
に
関
し
て
は
、
削

除
予
定
日
を
権
限
保
有
者
に
ア
ラ
ー

ト
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
能
が
あ
り
、

対
象
と
な
る
個
人
番
号
を
一
括
で
削

除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

利
用
・
廃
棄
す
る
う
え
で
、「
特
定

個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
特
定
個
人
情

報
保
護
委
員
会
）
に
沿
っ
た
運
用
を

支
援
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

M
J
S
の
税
務
や
給
与
な
ど
の
業
務

シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
、
税
務
申
告
書

や
源
泉
徴
収
票
、
支
払
調
書
な
ど
の

帳
票
に
個
人
番
号
を
印
字
し
て
出
力

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
に
は

オ
ン
プ
レ
ミ
ス
版
と
ク
ラ
ウ
ド
版
の

2
種
類
が
あ
り
、
既

存
の
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
分
離
し
た

シ
ス
テ
ム
に
な
り
ま
す
。

オ
ン
プ
レ
ミ
ス
版
は
社

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
使

用
し
、
ク
ラ
ウ
ド
版
は

ク
ラ
ウ
ド
上
で
個
人
番

号
の
登
録
お
よ
び
保
管

を
行
い
ま
す
。
な
お
、

同
シ
ス
テ
ム
と
連
携
可

能
な
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
表
1
に
記
載

の
通
り
で
す
。

表1　マイナンバー対応システム

会計事務所向け
システム

ACELINK NX-Proシリーズ
※「ACELINK Navi」は2015年12月でメンテナンス

終了のため対象外です。

顧問先向け
システム

ACELINK NX-CEシリーズ
ACELINK Navi CEシリーズ
iCompassNXシリーズ
iCompassシリーズ
MJSLINK NX-Iシリーズ
MJSLINK Ⅱシリーズ
Galileopt NX-Iシリーズ
Galileopt シリーズ
MJS税務NX-I
MJS税務
※「ACELINK NX記帳くん」はマイナンバーに関連す

る登録等はありません。

「
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な

取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に

沿
っ
た
運
用
を
支
援
す
る

「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」

M
J
S
は
、
会
計
事
務
所
や
顧
問

先
企
業
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
へ
の
対
応
を
支
援
す
る
た
め

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム
「
M
J
S
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
開

発
し
、
本
年
9
月
よ
り
提
供
を
開
始

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
番
号
を
含

む
特
定
個
人
情
報
を
取
得
・
保
管
・

M
J
S
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
対
応
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
概
要
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表2　各システムの処理

個人番号関係事務実施者

不正アクセス防止

外部流出防止

安全管理措置　構築例

源泉徴収票印刷
NX-Pro 顧問先管理

NX-Pro 給与系システム
NX-Pro 税務系システム
NX-Pro 申請・届出書
NX-Pro 電子申告

ログイン担当者管理

マイナンバー 登録・保存
マイナンバー 参照
マイナンバー 一括廃棄
データ交換（IN・OUT）
履歴管理
　　ログイン履歴
　　利用履歴
権限設定
　　ログイン
　　処理・会社制限

源泉徴収票等、個人番号を印字した帳票を印刷
する際に、MJSマイナンバーに登録された個人
番号を連動します。
個人番号を利用（印刷）した履歴がMJSマイナ
ンバーに自動記録されます。

●小冊子『会社のマイナンバー対応と準備』
　マイナンバー制度の仕組みといった基礎
から、個人番号の管理、セキュリティ強化な
どの安全管理措置、対応策導入までのフ
ローといった実務面まで解説する、充実した
内容になっています。

●機密文書破砕サービス
　特定個人情報関連の文書をお預か
りし、セキュリティ施設内で安全・確実
に破砕処理を行います。廃棄文書から
特定個人情報が漏えいすることを防止
します。

●シュレッダー買い替えキャンペーン
　特定個人情報など機密性の高い情報を含む文書の廃棄に
は、シュレッダーが多く利用されています。一般的にシュレッダー
の耐用年数は5年といわれています。動作音の増大や焦げた
臭いなどの症状は買い替えの合図です。現在実施中の『シュ
レッダー買い替えキャンペーン』期間中に買い替えをご検討くだ
さい。M‐martからのご注文がポイント5倍になりお得です。

ファイアウォール、アンチウイル
ス、アンチスパムなど、複数の
セキュリティ機能を1台の機器
に統合しています。

パソコンに侵入しようとするウイル
スを監視したり、パソコンにまぎれ
こんだウイルスを駆除することがで
きます。

IT統制、ログの収集・禁止制
限を行います。

操作監視
データ持ち出し禁止・制限
利用履歴
禁止アラート
IT設備管理

個人番号

個人番号

個人番号

ログイン

個人番号
使用履歴

ACELINK NX-Pro業務アプリケーション　
・業務アプリケーションデータ内には、個人番号は保持しません。
・NX-Proで個人番号を登録・参照できる方とできない方を制御し
ます。権限の無い方は表示・印刷が行えません。

・各種帳票出力時に個人番号の印刷要否を指定することができます。
・法定調書の磁気ディスク作成等、正規の手続き以外では、個人番号
をエクスポートできません。

MJSマイナンバー　
・個人番号は通常NX-Proで登録しますが、MJSマイナンバーシス
テムのDBに暗号化して格納します。

・NX-Proとは別サーバーへの導入を推奨しますが、同一サーバー
に導入することも可能です。

・登録・参照・修正等の履歴情報を一括管理します。
・不要になったマイナンバー情報を削除できます。

会計事務所 顧問先企業

顧問先B顧問先A

顧問先C

顧問先D

顧問先E

（オンプレミス版）

特定個人情報ファイル

機密抹消
機密抹消証明書を発行

廃棄対象の文書を送付

ファイアウォール ウイルス対策 IT運用管理

図１　「MJSマイナンバー」の主な機能と業務アプリケーションとの連携イメージ

図4　その他、MJSのマイナンバー対策関連のサービス等

図3　MJSのセキュリティ関連製品

図2　自計化システムと「MJSマイナンバー」の連携

内部的に
関連付け

FortiGate

個人番号

MJS業務
アプリケーション

不要な機密文書

証
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事
務
所
を
承
継
し
た
こ
と
で

「
経
営
者
と
同
じ
目
線
」を
得
る

―
税
理
士
に
な
ら
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

吉
田 

武
史
先
生
（
以
下
、
敬
称
略
）

　

父
が
税
理
士
で
し
た
が
、
学
生
の

頃
は
民
間
企
業
に
就
職
す
る
つ
も
り

で
し
た
。
し
か
し
大
学
3
年
の
と
き

に
体
調
を
崩
し
就
職
活
動
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
公
務
員
試
験
を
受
け

て
東
京
国
税
局
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
東
京
に
6
年
、
金
沢
国
税

局
管
内
に
14
年
勤
務
し
た
後
、
税
理

士
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
を
機
に
、

退
職
し
て
こ
の
事
務
所
に
入
所
し
た

の
で
す
。

　

税
理
士
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ

て
実
感
し
た
の
は
、
仕
事
内
容
の
多

様
さ
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
税
理
士

と
い
う
と
税
務
に
割
く
時
間
が
大
半

か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際

に
は
税
務
の
他
に
、
資
金
繰
り
や
売

り
上
げ
に
関
す
る
相
談
、
さ
ら
に
社

長
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
悩
み
を
聞
く

な
ど
、
本
当
に
や
る
べ
き
こ
と
が
幅

広
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

―
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
事

務
所
を
継
が
れ
た
の
で
す
ね
。

吉
田　

父
が
3
年
前
に
亡
く
な
り
、

　北陸新幹線の開業で話題を集めた金沢駅から少し離れた、閑静な住宅街の中に位置する吉田武史税理士事務所。
所長の吉田 武史先生は父上から事務所と志を受け継ぎ、税務・会計にとどまらない顧問先への支援に注力しています。
吉田先生に、どのような取り組みをされているのか伺いました。

日々変わりゆく環境を感じつつ
エキサイティングに仕事と向き合う

所在地 石川県金沢市彦三町1-14-25
TEL 076-232-1123
FAX 076-232-1199
設立 1968年
職員数 4名
導入システム／ACELINK NX-Pro

事 務 所事 務 所 訪 問

吉田武史税理士事務所

石川県金沢市
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名
義
を
変
え
て
事
務
所
を
承
継
し
ま

し
た
。
と
い
っ
て
も
、
そ
の
数
年
前

か
ら
事
務
所
の
業
務
全
般
を
任
せ
て

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
し
、
職
員
と
は

共
に
働
く
中
で
信
頼
関
係
を
築
け
て

い
た
の
で
、
特
に
苦
労
は
な
く
所
長

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
父
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
事
務
所
運
営
に
対
す
る
姿
勢
は

以
前
と
変
わ
り
ま
し
た
。
自
分
の
判

断
一
つ
ひ
と
つ
が
今
後
の
事
務
所
に

大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
と
思
う
と

身
が
引
き
締
ま
り
、
じ
っ
く
り
と
考

え
て
か
ら
答
え
を
出
す
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
。
ま
た
、
目
を
配
る
範
囲

が
広
く
な
り
、
事
務
所
全
体
が
見
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
の
意

味
で
「
経
営
者
と
同
じ
目
線
」
に
な

っ
た
こ
と
で
、
顧
問
先
の
経
営
者
の

方
の
立
場
や
気
持
ち
な
ど
も
深
く
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〝
有
意
義
な
時
間
〞が
生
ま
れ
る

こ
と
が
自
計
化
の
メ
リ
ッ
ト

―
先
生
が
お
仕
事
を
さ
れ
る
上
で

心
掛
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

吉
田　

お
客
様
の
立
場
に
な
っ
て
、

本
当
に
求
め
ら
れ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス

を
、
期
待
に
違
わ
ぬ
形
で
提
供
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
私
が
事
務
所
に
入
所
し
て

か
ら
推
進
し
て
い
る
自
計
化
に
関
し

て
は
、
決
し
て
押
し
つ
け
に
な
ら
な

い
よ
う
、
顧
問
先
の
状
況
を
見
極
め

た
上
で
提
案
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
私
が
考
え
る
見
極
め
の
ポ
イ
ン

ト
は
、
担
当
と
な
る
人
が
一
定
レ
ベ

ル
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
て
い
る
か
、
最
低
限
の
会
計
の

知
識
を
持
っ
て
い
る
か
の
2
つ
で
す
。

た
だ
、
後
者
は
欠
け
て
い
て
も
、
最

初
は
E
x
c
e
l
で
出
納
帳
を
作
成

す
る
と
こ
ろ
か
ら
入
り
、
仕
訳
や
貸

借
対
照
表
が
あ
る
程
度
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
ら
自
計
化
を
検
討
す

る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
段
階
的
に
導

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
が
な
ぜ
自
計
化
を
推
奨
す
る

の
か
と
い
う
と
、〝
有
意
義
な
時
間
〞

を
創
出
す
る
た
め
で
す
。
顧
問
先
を

訪
問
す
る
と
き
も
、
自
計
化
が
き
ち

ん
と
で
き
て
い
れ
ば
、
帳
票
の
入
力

内
容
の
確
認
な
ど
に
時
間
を
と
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
資
金
繰
り
の
こ
と
な

ど
事
業
に
関
連
し
た
深
い
話
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
数
値

を
把
握
で
き
、
決
算
予
測
も
早
め
に

で
き
る
の
で
、
対
策
を
立
て
る
時
間

的
余
裕
が
生
ま
れ
る
の
も
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
で
す
。
顧
問
先
に
は
そ
の
よ

う
に
説
明
し
、
自
計
化
を
検
討
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

―
他
に
も
、
顧
問
先
か
ら
喜
ば
れ

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

吉
田　

こ
れ
も
顧
問
先
の
意
向
を
見

極
め
て
で
す
が
、
勘
定
分
析
資
料
の

提
供
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
毎
月
、
総

勘
定
元
帳
を
見
な
が
ら
勘
定
科
目
ご

と
に
主
要
な
項
目
の
数
値
を
入
力
し

た
独
自
の
E
x
c
e
l
シ
ー
ト
を
作

成
し
、
顧
問
先
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
前
年
や
前
月
比
で
見
る
こ
と

で
、
顧
問
先
が
特
定
の
科
目
が
増
え

て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
り
、
ど
の

得
意
先
に
ど
れ
く
ら
い
支
払
っ
て
い

る
の
か
を
実
数
と
し
て
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
事
務
所
側
と

し
て
も
、
特
に
自
計
化
を
し
て
い
る

顧
問
先
の
監
査
を
す
る
と
き
、
元
帳

を
見
る
だ
け
で
は
見
落
と
し
が
ち
な

異
常
点
に
気
づ
か
な
い
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
こ
の
勘
定
分
析
シ
ー
ト
は

そ
の
意
味
で
も
有
用
な
の
で
す
。
た

だ
、
小
規
模
事
業
者
で
毎
年
の
取
引

等
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
よ
う
な

と
こ
ろ
だ
と
、
こ
う
い
っ
た
勘
定
分

析
を
必
要
と
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
顧
問
先
の
状
況
や
意
向

を
考
慮
し
て
、
分
析
シ
ー
ト
を
提
供

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

顧
客
満
足
度
の
向
上
を
目
指
し

事
務
所
内
で
の
情
報
共
有
を
強
化

―
税
務
署
に
勤
務
し
て
い
た
頃
の

経
験
で
、
今
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

吉
田　

税
務
署
時
代
は
主
に
法
人
の

調
査
を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
今
も

顧
問
先
に
税
務
調
査
が
入
る
場
合
は

事
前
に
〝
ミ
ニ
調
査
〞
と
い
い
ま
す

か
、
調
査
官
が
着
目
し
そ
う
な
部
分

に
関
し
て
、
ど
う
説
明
す
る
か
と
い

っ
た
簡
単
な
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
顧
問
先
の
不
安
は

だ
い
ぶ
和
ら
ぐ
よ
う
で
す
ね
。
そ
れ

に
調
査
が
入
る
場
合
で
な

く
て
も
、
決
算
の
と
き
に

気
に
な
る
部
分
の
あ
る
顧

問
先
に
は
、
調
査
官
が
ど

う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
着
目

す
る
の
か
を
説
明
し
、
最

適
な
会
計
処
理
に
少
し
で

も
近
づ
く
よ
う
促
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
税
務
署
の
調
査

は
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
企

業
に
対
し
て
行
う
の
で
、

必
然
的
に
多
く
の
業
界
の

実
状
に
精
通
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
会
計
事
務
所
で
、
こ
れ
ま
で
携

わ
っ
た
こ
と
の
な
い
業
種
の
企
業
か

ら
依
頼
を
受
け
る
と
少
し
尻
込
み
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、

私
の
場
合
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
な

く
依
頼
を
引
き
受
け
、
顧
問
先
と
の

事
業
内
容
に
関
す
る
話
も
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
最
初
か
ら
特
定
の
事
務

所
で
働
い
て
い
た
ら
知
り
合
え
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
多
く
の
税
理
士
先
生

と
交
流
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
も
私
の

財
産
で
す
。
諸
先
輩
方
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
べ
る
の
も
、
税
務
署

で
働
い
た
経
験
が
あ
る
か
ら
こ
そ
で

す
。

ペーパレス化を進めたことで、皆さんのデスクはすっきりとし
ています

事 務 所 訪 問
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事 務 所 訪 問

　もともと吉田先生は税理士ではなく、証券会社など民間

企業への就職を考えていたそうです。しかし大学3年のとき

に体調を崩し、たまたま受けた国税専門官試験に合格して

公務員へ。入局後は東京・金沢国税局管内で計20年勤め、

2004年に父上の運営する事務所に入所し、同年税理士登

録をされました。事務所で働き出してしばらくは、まだ顔を知ら

れていない顧問先の税務調査の立会いに行くと調査官に間

違われるなど、「税務署時代の雰囲気を色濃く残していた」そ

うですが、「税理士」としての信頼を得た今では、顧問先としっ

かり肩を並べて歩まれています。

税 理 士 ま で の 歩 み

「税理士はエキサイティングな職業」と充実した表情でお話しされる
吉田 武史先生

―
現
在
、
課
題
と
し
て
捉
え
て
い

る
こ
と
と
、
そ
れ
に
対
し
て
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

吉
田　

顧
客
満
足
度
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
に
、
事
務
所
全
体
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
具
体
的
に
は
事
務
所
内
で

の
情
報
共
有
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

担
当
制
を
敷
く
会
計
事
務
所
で
は
、

と
も
す
る
と
各
自
が
自
分
の
担
当
に

だ
け
意
識
を
向
け
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
そ
の
た
め
、
担
当
外
の
お
客
様

か
ら
、
資
料
を
見
れ
ば
す
ぐ
に
分
か

る
よ
う
な
簡
単
な
問
い
合
わ
せ
が
入

っ
た
と
き
に
、
す
ぐ
に
答
え
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
現
在
そ
の
お

客
様
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か

を
ま
っ
た
く
把
握
し
て
い
な
か
っ
た

り
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
自
分
が
顧
客
の
立
場
だ

と
し
た
ら
、
事
務
所
に
対
し
て
不
満

を
感
じ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
で

す
が
、
毎
日
夕
方
に
簡
単
な
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
時
間
を
設
け
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
各
自
の
翌
日
の
予
定
や
担

当
先
の
状
況
、
業
務
の
進
捗
な
ど
を

共
有
す
る
だ
け
の
も
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
各
々
が
何
を
し
て
い
る
の
か

を
理
解
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、

心
な
し
か
一
体
感
も
生
ま
れ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
数
年
前
か
ら
の
取
り
組
み
と

し
て
、
部
分
的
な
ペ
ー
パ
レ
ス
化
も

進
め
て
い
ま
す
。
必
要
最
低
限
の
も

の
以
外
は
P
D
F
に
し
て
サ
ー
バ
ー

に
保
存
す
る
よ
う
に
し
、
紙
の
資
料

に
関
し
て
も
以
前
は
各
々
の
裁
量
で

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
保
管
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
で
は
種
類
に
よ
っ
て
保
管

場
所
を
定
め
、
担
当
以
外
の
企
業
の

資
料
も
ど
こ
に
あ
る
の
か
分
か
り
や

す
く
し
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

吉
田　

父
は
、
付
き
合
い
の
長
い
顧

問
先
の
こ
と
を
「
同
志
」
と
呼
ん
で

い
ま
し
た
。
従
業
員
が
1
〜
2
人
ほ

ど
の
小
規
模
の
頃
に
関
係
が
始
ま
り
、

苦
楽
を
共
に
し
て
今
に
至
る
。
そ
ん

な
思
い
が
そ
う
呼
ば
せ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
。
私
も
父
の
そ
の
よ
う
な
姿

勢
を
受
け
継
ぎ
、
顧
問
先
と
一
緒
に

汗
を
流
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
税
理
士
の
仕
事
に
と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

日
々
、
変
わ
っ
て
い
く
社
会
と
顧
問

先
の
企
業
。
ル
ー
テ
ィ
ー
ン
ワ
ー
ク

が
中
心
の
仕
事
と
比
較
し
て
、
そ
ん

な
変
化
を
感
じ
な
が
ら
働
け
る
こ
の

税
理
士
と
い
う
職
業
を
、
私
は
と
て

も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
う
い
っ
た

環
境
と
向
き
合
い
、
充
実
し
た
気
持

ち
で
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

で
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
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ミロク会計人会からのお知らせ

MJSからのお知らせ

る
こ
と
が
多
く
、
顧
問
先
様
で
各
社
の
会

計
ソ
フ
ト
等
を
利
用
さ
れ
て
い
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
に
処
理
方
法
を
覚
え
た
り
確
認
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「iCom

passN
X

」は
、

「A
CELIN

K
 N

X
-Pro 

会
計
大
将
」と
同
じ

処
理
方
法
の
た
め
、
複
雑
な
消
費
税
計
算
も

ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
の
I
T
利
用
が
進
む
中
、
会
計

事
務
所
様
か
ら
顧
問
先
様
に
積
極
的
に
自
計

化
を
ご
提
案
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、M
J
S

で
は
こ
の
「iCom

passN
X

」
の
ご
紹
介
チ

ラ
シ
お
よ
び
チ
ラ
シ
ス
タ
ン
ド
を
用
意
い
た

し
ま
し
た
。
事
務
所
の
受
付
や
応
接
室
等
に

設
置
し
て
い
た
だ
き
、
顧
問
先
様
に
ご
案
内

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

自
計
化
に
よ
り
業
務
を
合
理
化
し
、
顧
問

先
様
へ
の
経
営
指
導
な
ど
、
よ
り
付
加
価
値

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
ご
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
顧
問
先
満
足
度
向
上
の

た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

「iC
om
passN

X

」の
P
R
ツ
ー
ル
を
ご
提
供
し
ま
す

ミ
ロ
ク
会
計
人
会
の
会
章
ス
テ
ッ
カ
ー
の

配
布
を
開
始
し
ま
し
た

M
J
S
が
提
供
す
る
「iCom

passN
X

」

は
、
小
規
模
法
人
、S
O
H
O
、
個
人
事
業

者
向
け
の
業
務
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
で
す
。

記
帳
を
中
心
と
し
た
会
計
処
理
だ
け
で
な
く
、

「
得
意
先
管
理
や
部
門
別
損
益
計
算
な
ど
の

管
理
会
計
」「
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
給
与
計
算
」

「
効
率
的
な
販
売
管
理
」
も
簡
単
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
専
任
の
経
理
担
当
者
が
少
な

い
小
規
模
の
法
人
や
個
人
事
業
者
に
と
っ
て
、

会
計
事
務
所
の
先
生
方
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
運
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

会
計
事
務
所
シ
ス
テ
ム
「A

CELIN
K

 

N
X
-Pro

」
と
完
全
連
携
す
る
「iCom

pass 

N
X

」
の
具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
に
は
、
主
に

下
記
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
顧
問
先
様
で
入
力
し
た
デ
ー
タ
を

「A
CELIN

K

 N
X
-Pro

」に
そ
の
ま
ま
取
り

込
む
の
で
、
事
務
所
で
は
い
つ
も
最
新
の
状

態
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ー
タ

の
入
力
の
手
間
が
省
け
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

最
新
デ
ー
タ
を
確
認
し
て
顧
問
先
様
に
的
確

な
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
入
力
さ
れ
た
仕
訳
デ
ー
タ
か
ら
、
利
益
計

画
の
策
定
や
資
金
繰
り
計
画
、
分
析
資
料
な

ど
の
作
成
・
提
供
が
可
能
で
す
。

●
消
費
税
関
連
の
設
定
や
入
力
方
法
な
ど
は

ソ
フ
ト
メ
ー
カ
ー
ご
と
に
考
え
方
が
異
な

昨
年
4
月
、
ミ
ロ
ク
会
計
人
会
は
会

の
認
知
度
向
上
を
目
指
し
て
新
た
に
会

章
を
制
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
会

の
P
R
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、
こ

の
た
び
「
ミ
ロ
ク
会
計
人
会 

会
章
ス

テ
ッ
カ
ー
」
を
制
作
し
ま
し
た
。
会
員

事
務
所
の
玄
関
や
看
板
付
近
な
ど
目
立

つ
と
こ
ろ
に
貼
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

本
会
の
認
知
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
を
お
客
様
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、M
J
S
の
テ
レ
ビ
C
M
に
お

い
て
も
「
M
J
S
は
ミ
ロ
ク
会
計
人
会

と
共
に
企
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
ら
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、

一
層
、
本
会
の
認
知
度
向
上
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

本
ス
テ
ッ
カ
ー
は
、
各
単
位
会
の
定

期
総
会
等
で
の
決
定
を
経
て
、
会
員
の

皆
様
に
配
布
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
れ
に
先
駆
け
、
ミ
ロ
ク
会

計
人
会
連
合
会
・
各
単
位
会
の
役
員
の

先
生
方
へ
の
配
布
を
開
始
し
ま
し
た
。

役
員
の
先
生
方
に
は
、
写
真
の
よ
う
な

形
で
事
務
所
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
事
務

所
の
P
R
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ミロク会計人会 会章ステッカー
（サイズ110mm×300mm）日差しに強く耐水性にも優れた素材なので、

屋内外問わず貼ることができます

チラシスタンドのイメージ
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富山県高岡市  　　梶 義明
Ｓ

セ イ ズ

ＡＹＳ Ｆ
フ ァ ー ム

ＡＲＭ

「
人
の
夢
が
あ
る
。
大
地
の
恵
み
が
あ
る
。

美
し
い
海
と
山
が
あ
る
。
風
土
と
共
生
す
る
暮
ら
し
が
あ
る
。

氷
見
の
里
山
の
小
さ
な
丘
の
上
。

ひ
と
り
の
男
の
S
A
Y

－

ひ
と
こ
と

－

か
ら
始
ま
っ
た

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
、
か
け
が
え
の
な
い
F
A
R
M
。

私
た
ち
は
、
次
の
世
代
に
残
し
た
い
大
切
な
も
の
を
、

こ
の
場
所
で
見
つ
め
、
育
み
、
伝
え
つ
づ
け
て
い
く
」

北陸ミロク会計人会

　城下町金沢の兼六園です。霞ヶ池の「ことじ灯
籠」は、兼六園を代表する景観です。「ことじ灯籠」
は、琴の糸を支える琴柱（ことじ）に似ているので、
その名前が付いたようです。霞ヶ池にかかっている
石橋を琴に見立てて、琴柱をなぞらえた「ことじ灯
籠」は、池や周りの景色と調和して、人気スポットと
なっています。ちなみに、兼六園は、水戸の偕楽園、
岡山の後楽園とともに、日本三名園の一つに挙げ
られています。（舟野 喜代子）

「兼六園 霞ヶ池」
（石川県金沢市）

そ
し
て
6
年
前
、
初
収
穫
を
し
、
ワ

イ
ン
の
生
産
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

海
を
見
下
ろ
す
丘
で
収
穫
し
た
自
社
畑

製
の
葡
萄
だ
け
を
心
を
込
め
て
丁
寧
に

仕
込
ん
で
い
ま
す
。

私
は
ワ
イ
ン
通
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
こ
の
ワ
イ
ン
が
美
味
し
く
て
好
き
で

す
。
北
陸
は
日
照
時
間
が
非
常
に
少
な

い
地
域
。
限
ら
れ
た
太
陽
の
恵
み
と
海

か
ら
の
潮
風
を
受
け
て
実
に
爽
や
か
な

ワ
イ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。

葡
萄
畑
の
先
に
は
富
山
湾
、
そ
し
て

3
0
0
0
m
級
の
立
山
連
峰
を
仰
ぎ
な

が
ら
飲
む
ワ
イ
ン
は
な
か
な
か
他
で
は

味
わ
え
な
い
は
ず
。

眼
前
の
富
山
湾
で
採
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
と
白
ワ
イ
ン
に
赤
ワ
イ
ン
、

た
ま
り
ま
せ
ん
（
笑
）。

能
登
半
島
の
付
け
根
に
あ
る
小
さ

な
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
少
々
不
便
な
所

に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
一
度

訪
れ
て
み
る
価
値
は
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
よ
。

お
取
り
寄
せ
で
も
結
構
、
ぜ
ひ
一

度
お
試
し
あ
れ
。

こ
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
の
小
さ
な
ワ
イ

ナ
リ
ー
「
S
A
Y
S　

F
A
R
M
」
の

お
話
で
す
。

そ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
私
が
生
ま

れ
育
ち
、
現
在
も
住
ん
で
い
る
富
山
県

氷ひ

み見
市
に
あ
り
ま
す
（
事
務
所
は
高
岡

市
）。
氷
見
は
、
能
登
半
島
の
付
け
根
に

あ
る
小
さ
な
町
で
、
最
近
で
は
冬
の
寒

ブ
リ
で
少
々
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

8
年
前
、
一
人
の
青
年
が
「
氷
見
で

葡
萄
を
育
て
て
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
」
と

言
い
出
し
て
、
耕
作
放
棄
地
の
開
墾
を

始
め
ま
し
た
。
土
木
・
農
業
に
は
ず
ぶ

の
素
人
ば
か
り
で
開
墾
し
、
葡
萄
の
苗

を
植
え
育
て
て
い
き
ま
し
た
。

自然の中に溶け込むように佇む
SAYS FARM

富山湾を望む丘にある葡萄畑
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